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地域で共にいきるまちづくり



Ⅰ
、
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り	

●
※
小
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
助
成
事
業

①
登
録
サ
ロ
ン
数　

16
サ
ロ
ン　

総
開
催
数　

１
８
２
回

　

延
べ
参
加
者　

２
、
０
７
２
人

②
小
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
情
報
交
換
会
の
開
催　

　

6
月
26
日　

参
加
者　

15
名

③
小
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
支
援
者
養
成
講
座
の
開
催　

　

2
月
5
日　

参
加
者　

19
名

●
※
脳
の
健
康
教
室
事
業
（
ま
ん
の
う
寺
子
屋
）

視
察
研
修
会　

10
月
20
日

新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会　

10
月
27
日

Ⅱ
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
人
づ
く
り

●
※
福
祉
ま
つ
り
（
大
会
）
開
催
事
業

①
「
第
10
回　

ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
大
会
」

　

12
月
12
日　

参
加
者
３
４
２
名

　

こ
こ
ろ
の
絆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

②
「
第
10
回　

ま
ん
の
う
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
」
の
開
催

　

3
月
20
日　

参
画
協
力
団
体　

63
団
体

●
※
社
会
福
祉
施
設
宿
泊
体
験
学
習
事
業	

①
福
祉
施
設
（
や
す
ら
ぎ
荘
）
体
験
学
習
の
開
催

　

8
月
6
日

　

参
加
者　

琴
南
中
学
校

　
　

生
徒
6
名
（
男
子
2
名
、
女
子
4
名
）　

教
諭
2
名

●
自
治
会
懇
談
会
開
催
事
業

①
福
祉
に
つ
い
て
の
お
話
の
会
の
開
催

　

実
施
自
治
会
等　

21
回　

延
べ
３
７
８
人
参
加

平
成
27
年
度
事
業
報
告

Ⅲ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
づ
く
り

●
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

①
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催

　

7
月
24
日　

参
加
者　

小
、
中
学
生
12
名

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催（
2
日
間　

4
講
座
）

　

12
月
4
日
、
12
月
17
日　

延
べ
参
加
者
44
名

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進
事
業　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険　

Ａ
プ
ラ
ン
１
０
６
名
、
Ｂ
プ

ラ
ン
２
８
４
名
、
11
団
体
、
2
個
人

●
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
助
成
事
業

　

助
成
の
状
況　

満
濃
中
、
琴
南
小
、
仲
南
小
、
満
濃
南
小
、

　
　
　
　
　
　
　

四
条
小　

計
５
校

Ⅳ
、
さ
さ
え
あ
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

●
福
祉
委
員
活
動
推
進
事
業　

福
祉
委
員
数　

５
５
０
名

●
地
域
福
祉
活
動
助
成
金
事
業　

助
成
先　

満
濃
：
町
社
協
支
部
（
5
支
部
）

　
　
　
　

琴
南
：
連
合
自
治
会
（
9
連
合
）

　
　
　
　

仲
南
：
福
祉
委
員
会
（
17
地
区
）

●
在
宅
福
祉
実
態
調
査
事
業

・
調
査
目
的　

在
宅
福
祉
活
動
の
ニ
ー
ズ
把
握

・
調
査
基
準
日　

7
月
1
日

・
調
査
対
象

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
６
１
１
名

　

高
齢
者
世
帯
４
２
７
世
帯
、
８
４
１
名

　

要
介
護
者
１
０
１
名

　

そ
の
他

・
調
査
員　

民
生
委
員

・
そ
の
他　

町
社
協
各
事
業
担
当
者
と
民
生
委
員
と
の
情
報

交
換
会
の
実
施
（
満
濃
地
区　

延
べ
10
回
）

●
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
事
業　

 

要
援
護
者
台
帳
入
力　

７
７
３
件
（
内
本
年
度
新
規
63
件
）

●
見
守
り 

声
か
け 

ほ
っ
と
安
心
事
業　

助
成
集
落　

62
集
落　

１
、
３
７
８
戸　

４
、
４
０
０
人

（
事
業
別
集
落
数
）

・
事
業
助
成
集
落
説
明
会　

5
月
21
日

・
見
守
り
声
か
け
ほ
っ
と
安
心
事
業
研
修
会　

11
月
19
日

●
※
香
川
お
も
い
や
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

①
総
合
相
談
、
支
援
事
業

　

利
用
者
数　

延
べ
13
名

　

援
助
回
数　

延
べ
30
名

②
法
人
連
携

　

町
内
の
4
つ
の
法
人
へ
の
訪
問
、
会
議　

延
べ
7
回

※
を
つ
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
吉
野
校
】
第
16
期　

第
17
期

【
四
条
校
】

計

学
習
者

６
０
０
人

１
９
６
人

７
９
６
人

サ
ポ
ー
タ
ー

１
８
９
人

８
２
人

２
７
１
人

　
　

計

７
８
９
人

２
７
８
人

１
、
０
６
７
人

事
業
内
容

実
施

集
落
数

参
加
者
数

１
集
落
内
で
の
見
守
り
・
声
か
け

活
動
事
業
（
必
須
事
業
）

62

１
、３
７
８
世
帯

４
、４
０
０
人

２
集
落
内
に
お
け
る
地
域
マ
ッ
プ

作
成
事
業

13

２
５
５
人

３
通
学
路
の
点
検
や
一
時
避
難
所

等
の
巡
回
、
避
難
訓
練
、
及
び

安
否
確
認
の
実
施
事
業

22

２
５
０
人

４
情
報
交
換
会
事
業

49

４
、１
９
２
人

５
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
研
修
会
の
開
催
事
業

24

５
２
２
人

６
炊
き
出
し
講
習
会
の
実
施
事
業

13

４
８
１
人

７
見
守
り
・
声
か
け
・
支
え
合
い

帯
の
編
成
事
業

11

見
守
る
人　
　

１
７
９
人

見
守
ら
れ
る
人

１
１
５
人
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Ⅴ
、
問
題
解
決
の
体
制
づ
く
り

●
※
総
合
相
談
事
業

①
法
律
相
談
事
業

・
開
催
日
数　

6
日

・
開
催
場
所　

ま
ん
の
う
町
満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー

・
相
談
員　

専
任
弁
護
士

・
延
べ
相
談
利
用
者
数　

30
名
（
一
日
利
用
平
均　

5
名
）

②
心
配
ご
と
相
談
事
業

・
開
催
日
数　

35
日

・
相
談
員　

民
生
委
員
・
児
童
委
員　

延
79
名

・
延
べ
相
談
利
用
者
数　

11
名

●
※
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

①
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
利
用
相
談　

1
件

②
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

　

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

8
名

③
話
の
聞
き
方
講
座

　

1
月
8
日　

参
加
者
18
名

●
※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究

・
香
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
会
へ

の
参
加

・
第
21
回
地
域
福
祉
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
香
川
・
中
讃

　

8
月
27
日
～
29
日　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
1　

か
り
ん
会
館

に
て
開
催　

47
名

Ⅵ
、
良
質
で
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
ま
ん
の
う
町
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
受
託
運
営

①
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
「
ひ
ま
わ
り
」
の
開
催

　

実
施
回
数　

１
４
１
回

　

実
施
場
所　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
月
）

　
　
　
　
　
　

神
野
婦
人
の
家（
水
、
金
）

　

参
加
者　

保
護
者　
　
　
　
　
　

延
べ　

１
、
７
２
１
人

　
　

子
ど
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
べ　

１
、
９
０
４
人

　
　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

延
べ　

１
８
０
人

　
　

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　

延
べ　

71
人

　
　

そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　

延
べ　

91
人

　
　

そ
の
他
、
見
学　
　
　
　
　
　

延
べ　

２
３
５
人

　
　

職
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
べ　

５
２
０
人

　
　

参
加
総
数　
　
　
　
　
　
　
　

延
べ　

４
、
７
２
２
人

②
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

　

利
用
者　

３
人　

利
用
日
数
延
べ
１
４
０
日

　

利
用
延
べ
時
間　

１
８
１
時
間

③
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
支
援
者
の
育
成

④
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

　

1
月
8
日　

受
講
者　

3
名

⑤
広
報
活
動　

行
事
予
定
・
ボ
ラ
会
通
信
の
発
行
（
毎
月
）

⑥
託
児
所
の
開
設　

2
カ
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
延
べ
9
名
、

託
児
延
べ
53
人

●
ま
ん
の
う
町
在
宅
高
齢
者
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

の
受
託
運
営

①
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
）

・
3
月
末
登
録
者
数　

１
５
２
名　

新
規　

17
名

　

延
べ
２
、
２
５
７
人
参
加

・
3
月
末
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数 

78
名　

新
規　

4
名

　

延
べ
１
、
０
２
５
人
参
加

・
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
研
修
会

　

2
月
26
日　

参
加
者
15
名

②
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
実
施
地
域　

仲
南
地
区

・
実
施
頻
度　

月
4
回
実
施
（
毎
週
水
曜
日
）

 

・ 

給
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数　

21
名
（
延
べ
１
、０
３
０
食
）

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

88
名
（
延
べ
３
０
６
名
）

⑤
介
護
予
防
教
室　

6
回
実
施　

参
加
延
べ
人
数　

95
名

⑥
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

　

利
用
者
延
べ
１
４
０
名
、
６
０
９
時
間

●
県
社
会
福
祉
協
議
会
委
託
事
業

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）

・
専
門
員　

3
名
（
兼
務
）

・
利
用
者　

9
名　

延
べ
１
５
６
人

●
指
定
居
宅
支
援
事
業
（
障
害
者
自
立
支
援
法
）

①
障
害
者
自
立
支
援
法
居
宅
介
護
事
業
（
身
体
・
精
神
・
知
的
）

　

利
用
者　

延
べ
68
名

②
移
動
支
援
事
業　

利
用
者　

延
べ
2
名

●
介
護
保
険
事
業

①
訪
問
介
護
事
業　

活
動
件
数　

３
７
７
件

②
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業　

活
動
件
数
３
３
１
件

③
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
要
介
護
認
定
調
査
件
数　

25
件

・
介
護
予
防
認
定
者
の
介
護
予
防
支
援
計
画　

33
件
受
託

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
実
績　

６
７
２
件

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
相
談
、
苦
情
へ
の
対
応

●
※
福
祉
用
具
貸
与
事
業

　

新
規
貸
付
台
数　

車
い
す
46
件
、
特
殊
寝
台
5
件

●
※
福
祉
車
輌
運
行

①
い
き
い
き
ス
マ
イ
ル
号

・
延
べ
利
用
者　

4
名　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

1
名

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業	

・
本
年
度
新
規
貸
付
件
数
1
件
、
利
用
相
談　

21
件

・
本
年
度
償
還
完
了
済
件
数　
　

2
件

●
生
活
自
立
相
談
支
援
事
業

・
自
立
支
援
相
談
員　

1
名　

・
相
談
件
数　

25
件

受
付

件
数

解
決

件
数

対
応
の
状
況

居
宅
介
護

　
　

支
援

１

１

事
業
所
へ
の
苦
情
内
容
の
伝
達

及
び
注
意
事
項
の
再
確
認

訪
問
介
護

２

２

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
注
意

事
項
の
再
確
認
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Ⅶ
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
づ
く
り

●
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
図
る
事
業

①
仲
多
度
南
部
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
者
連
絡
会
の
開
催

　

11
月
19
日　
　

参
加
者　

仲
多
度
南
部
医
療
・
保
健
・
福

祉
関
係
者　

40
名

②
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
協
力　

会
員
数　

３
、
１
２
３
名

③
香
川
県
共
同
募
金
会
ま
ん
の
う
町
共
同
募
金
委
員
会

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動　

４
、
９
５
２
、
３
４
３
円

・
平
成
26
年
度
共
同
募
金
地
域
助
成
金
（
平
成
27
年
度
使
途
分
）

　

助
成
団
体　

16
団
体

　

助
成
額　

３
、
７
６
９
、
５
８
８
円

・
災
害
見
舞
金　

火
災
見
舞
金

　

全
焼　

1
件　

半
焼　

1
件　

弔
慰
金　

1
件

・
災
害
義
援
金　

茨
城
県
台
風
18
号
等
災
害
義
援
金

　

１
、
５
０
０
円

　

平
成
27
年
台
風
18
号
に
よ
る
大
雨
等
災
害
義
援
金

　

１
１
３
、
０
０
０
円

④
日
本
赤
十
字
社
香
川
県
支
部
ま
ん
の
う
町
分
区
へ
の
協
力

・
社
資
募
集　

実
績
額　

２
、
７
４
６
、
０
０
０
円

・
防
災
講
習
会
へ
の
協
力　

神
野
分
団
、
長
炭
分
団
、
高
篠

分
団
、
吉
野
分
団
、
琴
南
分
団　

5
分
団

　

炊
き
出
し
訓
練
、
ケ
ガ
の
応
急
手
当
て
、
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
等

・
第
10
回
ま
ん
の
う
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

Ⅷ
、
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
強
化

●
安
定
し
た
法
人
運
営

①
公
認
会
計
士
に
よ
る
指
導
・
助
言　

5
月
12
日

②
ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
（
5
回
開
催
）

　

5
月
27
日　

6
月
1
日　

9
月
29
日

　

11
月
16
日　

3
月
28
日

③
ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
（
4
回
開
催
）

　

5
月
27
日　

6
月
1
日　

11
月
16
日　

3
月
28
日

④
ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
協
議
会
監
事
会（
内
部
監
査
実
施
）

　

5
月
15
日

⑤
県
法
人
指
導
監
査　

7
月
29
日

●
自
主
財
源
及
び
公
的
財
源
の
確
保

①
社
協
会
費　

２
、
７
７
４
、
５
０
０
円

・
一
般
会
費　

２
、
４
６
３
、
５
０
０
円　

４
、
９
２
７
戸

・
特
別
会
費
（
法
人
等
）
１
１
５
、
０
０
０
円　

23
件

・
賛
助
会
費
（
個
人
）　

１
９
６
、
０
０
０
円　

98
件

②
寄
付
金　

１
、
４
４
８
、
３
７
８
円　

41
件

③
共
同
募
金
配
分
金
事
業

平
成
27
年
度
受
配
金　

２
、
８
４
７
、
０
８
８
円

④
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
年
間
稼
動
日
数　

１
４
２
日

　
　
　
　
　
　
　

・
延
べ
走
行
距
離　

１
０
、
１
５
３
ｋ
ｍ

●
※
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
事
業

①
琴
南
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

・
5
月
23
日　

平
成
27
年
琴
南
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

　

参
加
者　

10
名

・
9
月
26
日　

琴
南
地
区
福
祉
委
員
研
修
会
、
共
同
募
金
運

動
説
明
会　

参
加
者　

28
名

・
12
月
～
3
月
末　

地
区
民
生
委
員
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
訪
問　

１
６
３
世
帯

・
3
月
26
日　

琴
南
地
区
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

参
加
者　

13
名

②
仲
南
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

・
5
月
19
日　

平
成
27
年
度
仲
南
地
域
福
祉
推
進
委
員
会　

参
加
者
18
名

・
9
月
29
日　

10
月
2
日

　

福
祉
委
員
研
修
会
、
福
祉
講
座
（
2
回
）
の
開
催

　

延
べ
１
１
４
名
参
加

・
9
月
30
日　

給
食
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　

参
加
者　

7
名

・
12
月　

福
祉
委
員
に
よ
る
高
齢
者（
80
歳
以
上
）　

友
愛
訪
問

　

対
象
者　

５
１
４
名

・
12
月
22
日　

ク
リ
ス
マ
ス
訪
問　

仲
南
こ
ど
も
園
児
に
手

作
り
ク
ッ
キ
ー
を
も
っ
て
訪
問
交
流

・
2
月
～
3
月　

民
生
委
員
、
福
祉
委
員
に
よ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
（
80
歳
以
上
）
訪
問　

訪
問
世
帯
数　

67
名

・
3
月
23
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

参
加
者　

給
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

46
名

③
満
濃
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

・
5
月
26
日　

平
成
27
年
度
満
濃
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

　

参
加
者
19
名

・
9
月
28
日　

福
祉
委
員
研
修
会
の
開
催

　

参
加
者
１
９
４
名

・
12
月　

友
遊
訪
問　

民
生
委
員
、
支
部
役
員
等
に
よ
る
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
67
歳
以
上
）
訪
問　

３
０
３
名

・
満
濃
地
区
支
部
長
・
事
務
局
会
議
の
開
催
（
6
回
）

　

4
月
1
日　

5
月
26
日　

8
月
4
日　

10
月
6
日

　

12
月
1
日　

2
月
4
日

④
共
通
事
業

・
第
13
回
四
国
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
in
阿
波
市
へ
参
加

　

参
加
者
16
名

・
男
性
の
料
理
教
室
の
開
催　

延
べ
10
回
開
催

　

延
べ
参
加
者
２
２
７
名

　

（
琴
南
27
名
、
満
濃
１
５
２
名
、
仲
南
48
名
）

・
平
成
27
年
度
小
学
校
卒
業
生
へ
卒
業
祝
い
の
贈
呈

　

１
４
７
名
（
琴
南
11
名
、
満
濃
１
１
１
名
、
仲
南
25
名
）

・
第
10
回
ま
ん
の
う
健
康
福
祉
ま
つ
り
参
加
協
力

●
※
広
報
活
動
事
業

①
機
関
紙
「
社
協
だ
よ
り 

ま
ん
の
う
」
を
４
回
発
行
。
全
戸
配
布
。

②
町
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数　

３
、
４
０
８

　

ユ
ー
ザ
ー
数　

２
，
７
２
４

●
※
香
川
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
へ
の
参
画

①
総
務
・
地
域
福
祉
合
同
部
会　

3
回

②
香
川
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
実
践
研
究
大
会

　

1
月
13
日　

実
践
発
表
、
運
営
協
力
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平成27年度　決 算 報 告

流動資産 36,865,083 流動負債 11,101,862
小口現金 100,000 事業未払金 10,305,920
預貯金 19,766,667 預り金 795,942
事業未収金 16,998,416
前払金

固定資産 128,683,640 固定負債 63,948,520
○基本財産 3,000,000 退職給与引当金 63,948,520
定期預金 3,000,000 純資産 90,498,341

○その他の固定資産 125,683,640 ○基本金 3,000,000
建物（簡易） 11,358
構築物 162,000 ○国庫補助金等特別積立金 12,537
車輌運搬具 1
器具及び備品 170,454 ○その他の積立金 71,725,377
ソフトウェア 　福祉推進啓発事業積立金 14,025,377
退職給付引当資産 53,614,450 　災害救援事業積立金 10,000,000
積立資産 71,725,377 　介護福祉事業積立金 13,000,000
　福祉推進啓発事業積立資産 14,025,377 　地域福祉振興事業積立金 34,700,000
　災害救援事業積立資産 10,000,000
　介護福祉事業積立資産 13,000,000 ○次期繰越活動増減差額 15,760,427
　地域福祉振興事業積立資産 34,700,000 　当期活動増減差額 -9,832,842

資産の部合計 165,548,723 負債及び純資産の部合計 165,548,723

（単位：円）

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

（収　益）
サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

（収　益）
会費収益 2,774,500 受取利息配当金収益 36,304
寄附金収益 1,448,378 その他の収益 245,065
経常経費補助金収益 64,297,088 サービス活動外収益計（4） 281,369
受託金収益 15,556,460 （費　用） 0
事業収益 1,282,900 サービス活動外費用計（5） 0
負担金収益 610,310 サービス活動外増減差額（6）＝（4）−（5） 281,369
香川おもいやりネットワーク事業収益 53,716 　　　　経常増減差額（7）＝（3）+（6） -9,832,842
介護保険事業収益 27,303,910 特

別
増
減
の
部

（収　益）
障害福祉サービス等事業収益 3,106,200 特別収益計（8） 0
移動支援事業収益 14,600 （費　用）
サービス活動収益計（1） 116,448,062 特別費用計（9） 0
（費　用） 特別増減差額（10）＝（8）−（9） 0
人件費 98,535,966 　　　　当期活動増減差額（11）＝（7）+（10） -9,832,842
事業費 22,081,741
事務費 5,702,946

繰
越
活
動

増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12） 21,498,269
減価償却費 291,761 当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）+（12） 11,665,427
国庫補助金等特別積立金取崩額 -50,141 その他の積立金取崩額（14） 4,095,000
サービス活動費用計（2） 126,562,273 その他の積立金積立額（15） 0
サービス活動増減差額（3）＝（1）−（2） -10,114,211 次期繰越活動増減差額（16）＝（13）+（14）−（15） 15,760,427

（平成28年3月31日現在）　　（単位：円）

（自）平成27年4月  1日　　　　　　　
（至）平成28年3月31日　（単位：円）

サービス区分 収入決算額（a） 支出決算額（b） 前期末支払資金残高
（ｃ）

当期末支払資金残高
（d）=（a）-（b）+（c）

法人運営事業（マイクロバス運営事業含） 63,204,475 61,571,158 8,558,838 10,192,155
地域福祉総合推進事業 17,560,411 16,726,637 1,976,653 2,810,427
生活福祉資金事業 156,360 156,360 0 0
共同募金助成金事業 3,266,265 3,266,265 0 0
福祉サービス利用援助事業 921,500 921,500 0 0
障害者福祉居宅介護事業 3,106,200 3,106,200 0 0
移動支援事業 14,600 14,600 0 0
訪問介護事業 23,365,836 25,964,270 14,992,840 12,394,406
居宅介護支援事業 8,468,874 9,675,897 1,573,256 366,233
生きがい活動支援通所事業 3,923,210 3,923,210 0 0
総合相談事業 300,000 300,000 0 0
ボランティア活動事業 241,000 241,606 606 0
生計困難者に対する相談支援事業 103,716 103,716 0 0
生活困窮者自立相談支援事業 3,416,000 3,416,000 0 0

合　　　　　　計 128,048,447 129,387,419 27,102,193 25,763,221

貸 借 対 照 表

事業活動計算書
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在宅福祉実態調査のお願い
　在宅福祉実態調査をおこないます。これは、地域のひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、
要介護世帯などの実態を把握するために実施するものです。地区の民生委員さんが調査
に訪問しますので、ご協力ください。
　また、避難行動要支援者登録をされている方は、登録内容の確認を併せておこないま
す。新規登録者も随時募集しておりますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ先　社会福祉協議会　☎７７－２９９１
　　　　　　　　　役場 福祉保険課　☎７３－０１２５

ご協 力ください

●民生委員・児童委員とは

●地域との連携

　民生委員は、民生委員法に基づいて厚生労働大
臣から委嘱される非常勤の地方公務員です（給与
の支給は無くボランティアとして活動）。地域で住
民の皆さんの立場に立って相談に応じ、必要なサ
ービスが受けられるよう関係機関と連携して支援
を行うなど、社会福祉の増進に努めます。
　民生委員は児童福祉法による児童委員も兼ねて
おり、また、民生委員・児童委員の中から児童福
祉に関することを専門に担当する主任児童委員が
指名されます。まんのう町では、現在 58 名の民生
委員児童委員と 4 名の主任児童委員がいます。

　少子高齢化、単身世帯の増加や地域のつながり
の希薄化などにより、地域の生活問題は複雑化・
多様化しています。こうした問題の早期発見、対
応のためには、行政や社会福祉協議会、福祉委員
をはじめとする地域の皆さんが連携することが必
要です。地域でつながり、一人の困りごとをみん
なの課題として向き合い解決していける支え合い
の地域づくり。そのパイプ役としても、民生委員
は活動しています。

　平成 27 年度より香川県下で「香川おもいやりネットワーク事業」がスター
トしています。これは社会福祉法人施設・社会福祉協議会・民生委員・児童委
員がつながり、支援を必要とする方を地域で総合的に支える仕組みづくりを目

指す取り組みです。身近なお困りごとを、お気軽に社会福祉協議会までご相談ください。

　今回は地域の身近な相談役として幅広く
活動している民生委員・児童委員について
ご紹介します。のふくし なかま

行政・社協・民生委員で地域の
情報を確認・共有します

福祉車輌（リフト車）の
操作方法体験と事業の理解
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生活自立相談支援センター

相談に
　行ってみよう！

町社協満濃出張所

時 間
月曜日から金曜日

（土・日、祝日及び年末年始の休日は除く） 
９時～17時

支　援　の　流　れ
相 　 談 支 援 開 始 自 立 へ支援プラン（案）策定 支援プラン決定

場 所
まんのう町役場本庁１階
まんのう町吉野下４３０番地
電 話　☎７５−５０８１

　まんのう町社会福祉協議会満濃出張所では、通常の受付業務に加え生活困窮者
自立支援制度の窓口も行っています。お気軽にご相談ください。

相談支援員があなた
の抱える問題を把握
します。

あなたの意志を確認
して、生活困窮状態
から脱却へ向けた支
援計画を策定します。

地域や関係機関等、
他の支援施策等と
のネットワークを
構築します。

あなたに合った支
援を開始します。

「生活自立相談支援センター」とは
何をするところ？
○経済的生活困窮状態にあり、住居、就労、

借金、など複合的な問題を抱える方を早期
に発見し、生活困窮から脱却できるように
お手伝いします。

○相談支援員が一人ひとりの悩みに寄り添い、
個別・包括的・継続的な支援計画を立て、
地域の関係機関と連携して出口を一緒に探
します。

あ！

無料
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　琴南地区の在宅医療・在宅介護等に関わる多職種が顔を合わせ、個別ケースの検討や課題解決
に向けての話し合いを積み重ねることにより、地域に共通した課題を把握し、その課題について
関係機関へ発信することを目的に、琴南農改センターで開催（１回／月）されています。
　社協からは、介護福祉課・琴南支所職員が参加し、地域の医療・介護の資源の把握及び関係者
との情報共有、また、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策等について協議・意見交換が行
われています。
『 構成員 』
・内科診療所（医師・看護師）・歯科診療所（歯科医師・歯科衛生士）・調剤薬局（薬剤師）
・介護サービス提供事業者
　（居宅介護支援・訪問介護・訪問看護・通所介護・訪問リハビリテーション）
・地域包括支援センター（保健師・主任介護支援専門員）・健康増進課
・民生委員（琴南地区）・町議会議員（琴南地区）・その他関係者等

▲個別ケースの検討 ▲低栄養高齢者や摂食嚥下障がい者への対応食の紹介

「琴南の在宅医療・介護の連絡会」に参加

小地域ふれあいサロン活動連絡会
サ ロ ン へ よ う こ そ

　6 月 17 日吉野公民館にて連絡会を開催しました。
　連絡会には、今年度町社協に登録し、自主運営で活動し
ている 16 団体のサロンの中からリーダーの方々 20 名が
参加。
　町包括支援センター職員に、来年度より新事業とされる

「総合事業」まんのう町の現状と介護予防・日常生活支援
について説明していただきました。
　又、その後グループに分かれて現状と課題等、情報交換
をし有意義な連絡会となりました。
　地域で、自治会で、仲良しグループで、サロン活動をし
ませんか。
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まんのう町内在住の方または、勤務地がまんの
う町内の方

作品と一緒に応募用紙に必要事項を記入の上 
①郵送 ②電子メール ③直接本会窓口まで持参の
いずれかの方法でご応募ください。

応募作品をＡ４サイズ(カラー)に印刷したもの
を使用して、こころの絆フォトコンテスト審査
委員会にて審査をおこないます。

まんのう町商品券
　○ 最優秀賞（１名）10,000円分
　○ 優秀賞（２名）5,000円分
　○ 佳作（５名）1,000円分

○ 平成29年２月下旬頃に入賞者へ直接通知
します。本会ホームページでも発表します。

○ 「まんのう健康・福祉まつり」において表
彰・展示いたします。

まんのう町社会福祉協議会では地域のみなさんが、人と人
との『つながり』について改めて考える機会として『ここ
ろの絆』をテーマにフォトコンテストを実施してまいりま
した。今年も、『笑顔』をサブテーマとして“みんな、幸せ
でありますように！！”の願いを込めて沢山の笑顔を募集し
ます。

①「笑顔」をテーマで撮った写真（撮影場所は町内外問いません）
②写真はデータ（JPEG形式）でのみ受付します。　
○ 郵送・持参の場合はＣＤ−Ｒにてデータの提出をお願
いします。

○ 電子メールの場合は３MB以内
③お一人様２作品まで(未発表の作品に限ります。)
④写真のデータと一緒に、１作品ごとに応募用紙の提出を
お願いします。
○ 応募用紙は本会ホームページに掲載しています。
　(Word形式)

平成28年8月1日（月）～12月26日（月）
○ 郵送の場合…締切当日消印有効
○ 持参の場合…締切当日の17時まで受付(土日祝以外)
○ 電子メールの場合…締切当日の17時まで受付

目　的

審　査

賞　品

発　表

募集規定

募集期間

応募資格

応募方法

募 集 要 項

平成２8年

笑顔のフォトコンテスト
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ふりがな

年齢
名　　　　前 　　　　　  歳

住　　　　所
〒(　　　-　　　)

 電話番号※日中連絡がとれる番号

E-mail

 勤務先※町外在住の方のみ記入

作品タイトル

 撮　影　場　所

 撮　 影　 日  平成　　　年　　　月　　　　

 作品の説明　※写真に添えるエピソードをお書きください。

 注意事項
　　応募についての注意事項は下記のとおりです。ご確認いただけましたら  　(チェック)をお願いします。

　　　 ①～⑤の注意事項について確認しました。
　　　①応募作品は返却しません。
　　　②応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、本会は応募作品を無償で使用する権利を有し
　　　　ます。
　　　③応募者の氏名等本会のホームページ・広報誌等で使用する場合があります。
　　　④応募に際して、個人が特定できる場合は必ず被写体の方の承諾を得てください。
　　　⑤応募者の個人情報は本会で厳重に管理し、本会が行う事業以外には使用しません。
 応募先
　　　　まんのう町社会福祉協議会
　　　　○本　　所　〒769-0313　まんのう町生間415番地1　　℡77-2991　 fax77-2992
　　　　　　　Ｅ-mail : manno-syakyo@mg.pikara.ne.jp   http://www.manno-syakyo.jp/
　　　　○琴南支所　〒766-0201　まんのう町造田1974番地１　℡85-0120　 fax85-0121

平成２8年

こころの絆『笑顔』のフォトコンテスト応募用紙
○写真のデータと一緒に、この応募用紙に必要事項を記入し提出してください。

社会福祉法人　まんのう町社会福祉協議会
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「ひまわり」登録数　　　　４４組
一時預かり登録者数　　　　０組
利用者数　保護者延べ　３６６人
　　　　　子ども延べ　４３２人
職員・ボランティア等延べ　２６２人

ひまわりデーター

　子育て支援サービス事業　つどいのひろば「ひまわり」は、あかちゃんやおかあさんたちが
気軽に集まれる場として、子育て支援ボランティアや子育てボランティア、地域の人たちの支
援を受け、毎週 3 回 10 時から 4 時まで開設しています。（月：満濃農改センター、水・金：
神野婦人の家）生活リズムにあわせて、ほっと一息したり、子育ての情報、子どもの育ちのた
めに、ぜひご利用ください。

あなたも、子育て支援ボランティアに！！
　平成 28 年度子育て支援ボランティア養
成講座の受講生を募集します。
募集締め切り：9 月 2 日（金）
養成講座：9 月 6 日～ 9 月 20 日
　　　　　9 時 30 分～12 時　4 回講座。

　詳しくは、まんのう町社協・町健康増進課へお問い合わせください。

開 催 日 内　　容
9 月 6 日（木） 開講式講義・ＤＶＤ視聴まんのう町の子育て支援

9 月 7 日（水） 実技とお話、ひまわりの見学・実践的な子どもとの
遊び方やお母さんとのかかわり方

9 月14日（水） 講義・演習「地域福祉活動について　話の聞き方講座」
9 月20日（木） 振り返り「こんな子育て支援活動ができたら」閉講式

こんなことしたよ！

おおきくなったかな？

手作りおやつ

いっしょに
　　できるよ

こども園の遊具
楽しいな

お母さんへプレゼント

プレゼント作ったよ

牛さんどうぞ

ポニーに乗ったよ

ハイチーズ

お弁当おいしいね

こいのぼり
ロケット
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熊本地震災害ボランティア活動
への助成

　熊本地震で被災された方々の多様なニーズ
に対応するため、専門知識や技術、経験等を
生かして災害ボランティア活動を行うグルー
プへの助成を行います。
・実施主体：社会福祉法人
　　　　　　香川県社会福祉協議会
・募集期間：平成２８年６月１日（木）
　　　　　　～平成２９年２月２８日（火）
　詳しくは、まんのう町社会福祉協議会（地
域福祉課 ☎７７－２９９１）まで

平成28年熊本地震義援金
　受付状況：671,128円　（平成28年6月28日現在　集計確認・送金分）

　　　　香川県共同募金会を通じて、被災地へ送金します。ご協力、ありがとうございます。
　　　　（社会福祉協議会本所・琴南支所・満濃出張所、まんのう町役場で平成29年3月27日まで受け付けます）

移動炊飯器を配備！　　
　日赤香川県支部まんのう町分区
に災害用移動炊飯器が配備されました。
　災害時の炊き出しや訓練に貸し出すこと
もできます。地域でご活用ください。
　詳しくは、日赤香川県支部まんのう町分区

（☎７７−２９９１）まで

災害・防災に関するお知らせ

2016年
７
月
発
行

第
40号

善意 寄付の

社会福祉法人　まんのう町社会福祉協議会
〒 769−0313　香川県仲多度郡まんのう町生間 415 番地 1［役場仲南支所内］
☎ 0877−77−2991　FAX0877−77−2992　E-mail：manno-syakyo@mg.pikara.ne.jp

http://www.manno-syakyo.jp/

皆様からの善意のご寄附は地域福祉に
有効活用させていただいております。
本誌をもって改めて厚くお礼申し上げます。

平成28年4月1日から平成28年6月30日分

個 人
新　目 西原美千子
宮　田 細川　憲志

吉野下 杉野　直樹
岸　上 神余　修平

岸　上 山下　　勤 東京都 影　　圭太
（亡父 影　健一（吉野下）

イラスト　山本恭子さん

寄附金の税額控除について
本会への寄附金は所得税及び住民税の控除対象になっています。
寄附金控除の適用を受けるには、寄附の際に交付した領収書を添付して確定申告を行って下さい。

【お詫びと訂正】
　社協だよりまんのう 39号（4月発行）7ページ「こころの絆笑顔のフォトコンテスト」の記事中に
お名前表記の誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。  誤：吉田栄子様　　正：吉井栄子様

▲追上自治会での炊き出し訓練


